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き
ん
こ
う

き
ん
こ
う

41年間ありがとう
ひかり保育園

Topics
９月定例会	 2 ～ 6 ㌻
自治会からの要望・意見	 7～11 ㌻
一般質問	 12～17 ㌻

「生活支援臨時交付金事業「生活支援臨時交付金事業
  １億4,740万６千円など可決」  １億4,740万６千円など可決」
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令
和
２
年
度
錦
江
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
歳
出
】

予
防
接
種
委
託
料
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

１
０
９
１
万
８
千
円

茶
生
産
農
家
次
年
産
茶
支
援
対

策
事
業
補
助
金８

２
３
万
７
千
円

【
歳
入
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

３
４
１
５
万
１
千
円

錦
江
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

今
年
度
か
ら
大
尾
自
治
会
と

落
河
自
治
会
が
統
合
し
「
令
和

自
治
会
」
と
な
っ
た
た
め
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦

し
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
町
長
が
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
法
務
大

臣
に
推
薦
し
ま
す
。
現
委
員
の

任
期
が
、
令
和
２
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
牧

原
剛
さ
ん　
（
山
下
自
治
会
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
で

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

① �

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財

政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

② �

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源
調

整
機
能
が
適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

③ �

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
万
全
の
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
減

収
補
填
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税
を
含

め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

④ �
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構

築
を
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当

た
っ
て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
等
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

⑤ �

特
に
、
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ

り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
家
屋
・
償
却
資
産
を

含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
特
例
措
置
は
、本
来
、

国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回
限
り
の

措
置
と
し
て
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
25
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
承
認
１
件
、
条
例
改
正

１
件
、
発
議
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、
決
算
認
定
７
件
、

諮
問
１
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

定例会9月月専
決
処
分
を
承
認

諮
問

条
例

議
員
発
議

牧原 剛さん
（山下自治会）

提出先： 	内閣総理大臣　衆議院議長　参議院議長　財務大臣
	 総務大臣　厚生労働大臣　経済産業大臣　内閣官房長官
	 経済再生担当大臣　まち・ひと・しごと創生担当大臣

原案可決 意見書を提出
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生活支援臨時給付金事業 １億4,740万６千円 など可決
　一般会計・特別会計の計６件の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは、次のとおりです。

● 一般会計
生活支援臨時給付金事業

1 億 4,740 万 6 千円
交付金　2 万円× 7,234 人	 1 億 4,468 万円
封筒等・郵送料・振込手数料	 272 万 6 千円

医療・介護職員慰労金交付金
790 万円

交付金　1 万円× 790 人

● 農業集落排水事業
修繕料

104 万 6 千円
不測の対応へのため

学校ＩＣＴ加速化事業
3,972 万円

デジタル教科書	 912 万円
電子黒板一式	 3,060 万円

荒茶加工場蒸し機更新工事
590 万円

荒茶加工整備基金繰入金から支出

IT 行政化推進事業
9,917 万 7 千円

電算システム環境構築業務委託	 6,700 万円
電話設備整備業務委託	 1,189 万 1 千円
オンライン会議等システム使用料	 40 万円
電算機器等購入	 1,988 万 6 千円

自治会公民館「新しい生活様式」対応支援事業
2,264 万 8 千円

上限 30 万円× 72 自治会	 2,160 万円
会計年度任用職員人件費	 104 万 8 千円

高齢者サロン感染症対策整備事業交付金
255 万円

交付金　3 千円× 850 人

● 簡易水道事業
瀬戸山地区拡張工事

436 万５千円
ポンプ施設設置個所の変更に伴う増額

● 後期高齢者医療事業
繰出金（令和元年度清算）

80 万７千円
システム改修負担金

８万８千円

● 介護保険事業（保険事業勘定）
繰出金（令和元年度清算）

193 万 1 千円
償還金（令和元年度清算）

1,987 万９千円

学校給食費支援補助金
300 万円

コロナ禍による食材費の高騰分を補助

総合運動公園施設バリアフリー整備事業
726 万 2 千円

トイレ改修 （面積、建具工事等による増額）

重機借上料
800 万円

坂之上線側溝改修、支所管内分　

町営住宅修繕料（維持補修）
392 万 4 千円

台風 10 号被害による修繕
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予算はどう活かされたのか？ －令和元年度決算審査－

　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
９

月
11
日
、
14
日
、
15

日
の
３
日
間
で
全
課

を
対
象
に
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
、
合

わ
せ
て
７
会
計
の
令

和
元
年
度
決
算
に
つ

い
て
集
中
的
に
審
査

を
行
い
、
す
べ
て
認

定
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
質
疑
が
出

ま
し
た
が
、
そ
の
中

か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
も
の
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

「済んだこと」ではなく、次につなげるための審査

令和元年度決算
認定

一般会計　歳出76億 519 万円、歳入 77億 4,325 万円

特別会計　歳出27億 9,536 万円、歳入 28億 9,688 万円
会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額 歳出の前年度比

国民健康保険事業 12 億 9,287 万円 12 億 7,530 万円 1,757 万円 1.0％増
後期高齢者医療事業 1 億 2,687 万円 1 億 2,606 万円 81 万円 0.4％減

介護保険
事　　業

保 険 事 業 勘 定 13 億 1,793 万円 12 億 4,339 万円 7,454 万円 2.1％減
サービス事業勘定 934 万円 915 万円 19 万円 0.6％増

簡 易 水 道 事 業 1 億 1,918 万円 1 億 1,163 万円 755 万円 7.9％減
農業集落排水事業 3,067 万円 2,981 万円 86 万円 3.3％増

議会費
7,579万円（1.0%）

総務費
13億512万円

（17.2%）

農林水産業費
12億1,315万円

（16.0%）

衛生費
4億1,667万円
（5.5%）

公債費
8億8,580万円

（11.6%）

教育費
12億9,462万円

（17.0%）

土木費

4億6,145万円（6.1%）

消防費
2億1,990万円（2.9%）

商工費

9,321万円（1.2%）

民生費
16億3,869万円

（21.5%）

歳出

借り入れ金への

返済金です。

介護・医療・子育て支

援など福祉のための

予算です。

〈前年度比7.8%増〉
各小中学校の空調設置、
総合交流センター建設など、
予算規模の大きい事業を実
施したためです。

〈前年度比147.8%増〉
うち1億8,856千円は、ふ
るさと納税によるもので、
前年度の約３倍におよぶ
寄附金をいただきました。

〈前年度比195.7％増〉

地方交付税
31億7,612万円（41.0%）

町税　6億3,595万円（8.2%） 分担金・負担金  2,859万円（0.4%）

財産収入 3,660万円（0.5%）

使用料・手数料
8,433万円（1.1%）

繰入金　2億3,310万円（3.0%）

繰越金　9,889万円(1.3％)

国庫支出金
5億3,403万円（6.9%）

県支出金
9億6,414万円

（12.5%）

町債
13億7,702万円

（17.8%）

地方譲与税など
2億3,103万円（3.0%）

自主財源
16.4％

依存財源
81.1％

諸収入　1億5,463万円（2.0％）

寄附金　1億8,882万円(2.4％)

歳入

【自主財源】 町が自主的に調達できる財源。
 固定資産税、町民税、手数料、寄附金など。
【依存財源】 国や県からの交付またはその意思決定による財源。
 地方交付税、国県補助金、町債など。

畜産・酪農収益力強化整
備事業、木質バイオマス施
設整備事業、水産業強化
支援事業など、予算規模
の大きい事業を実施したた
めです。
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予算はどう活かされたのか？

農
業
者
年
金
、
加
入
促
進
を

議
員　
農
業
者
年
金
の
加
入
状
況
は

執
行
部　
４
月
以
降
だ
が
、
20
代
・
30
代
の
方

が
５
名
ほ
ど
新
た
に
加
入
し
た
。
農
業
委
員
の

方
々
の
推
進
の
賜
物
で
あ
る
。
大
変
い
い
制
度
で

あ
り
、
今
後
も
推
進
し
て
い
く

児
童
公
園
、
遊
具
、
ベ
ン
チ
の
設
置
は

議
員　
松
崎
、
堂
ノ
元
、
大
橋
公
園
の
遊
具
や

ベ
ン
チ
等
の
設
置
は
、
検
討
が
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
財
源
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
で
き

な
い
か

執
行
部　
遊
具
に
つ
い
て
は
今
年
度
、
子
ど
も

た
ち
に
設
置
物
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
ベ
ン
チ
等
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
が
使
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
財
源
も
含
め
て

総
合
的
に
検
討
す
る

土
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
改
善
を

議
員　
堆
肥
の
ス
ト
ッ
ク
場
所
の
確
保
や
水
分

量
の
調
整
な
ど
毎
年
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
ろ
そ
ろ
実
行
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か

執
行
部　
何
か
し
ら
の
改
善
策
を
、
予
算
計
上

し
た
い

道
路
の
草
木
、
対
応
は

議
員　
路
肩
伐
開
費
に
つ
い
て
、
木
々
が
覆
い

か
ぶ
さ
り
危
険
度
の
高
い
箇
所
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
予
算
措
置
を
講
じ
る
必
要
は
な
い
か

執
行
部　
町
道
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
同
意

な
ど
条
件
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
、
予

算
は
増
額
の
方
向
で
検
討
し
た
い

町
広
報
誌
、
紙
面
向
上
の
理
由
は

議
員　
町
広
報
誌
が
、
こ
の
ご
ろ
非
常
に
読
み

や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
何
か

執
行
部　
文
字
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
た
。
ま
た
、
担
当
者
を
セ
ミ
ナ
ー
や
先

進
地
研
修
等
に
派
遣
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
読
み

易
さ
に
配
慮
し
た

公
営
寺
小
屋
塾
、
改
善
策
は

議
員　
応
募
者
が
増
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
理

由
と
改
善
策
は

執
行
部　
塾
の
あ
る
２
つ
の
学
校
区
以
外
の
、
４
つ

の
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
塾
ま
で
の
距
離
が
遠

い
。
そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
環

境
が
あ
れ
ば
自
宅
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
、
効
果
は

議
員　
設
置
後
の
効
果
は
。
ま
た
、
新
た
な
設

置
場
所
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
と
協
議
を
す
る

の
か

執
行
部　
町
内
で
発
生
し
た
事
件
や
災
害
に
対

し
て
、
警
察
や
消
防
等
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
解

決
や
活
動
に
貢
献
し
た
。
本
年
度
設
置
す
る
２

か
所
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
の
要
望
を
聞
い

て
、
設
置
場
所
を
検
討
す
る

　決算の内容を詳しく知りたい方は、町ホームページ「監
査等の結果について」から、「決算及び資金運用状況審
査意見書」（令和２年度実施分）をご覧ください。

【URL】
http://www.town.kinko.lg.jp/
soshiki/28/78387.html

【QR コード】

徹底審議！全209回の質疑応答からピックアップ
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議案に対する各議員の賛否状況

※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※議長には、表決権がありません。

　令和 2 年第 3 回　定例会（9 月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
迫
池
田
川
越
笹
原
小
吉
中
野
馬
込
水
口

議案第38号 令和２年度錦江町一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第39号 令和２年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第40号 令和２年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第41号 令和２年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第42号 令和２年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第43号 錦江町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第44号 令和２年度錦江町一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承認第 6号 専決した事件の承認（令和２年度錦江町一般会計補正予算（第５号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議第 2号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財
源の確保を求める意見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 1号 令和元年度錦江町一般会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 2号 令和元年度錦江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 3号 令和元年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 4号 令和元年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 5号 令和元年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 6号 令和元年度錦江町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第 7号 令和元年度錦江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

 左記は、陳情書の様式になります。 

 請願書は、紹介議員の署名、記名押印が必要です。 

この場合には「〔件名〕〇〇〇〇についての陳情書」の部分

を請願書として作成してください。 

 陳情者の住所、氏名、押印は必須です。 

 法人の場合は、所在地、その名称及び代表者の氏名を 

記載し押印してください。 

 陳情者が複数の場合は、その代表者を明記してください。 

 陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。 

 陳情者は、１件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。 

必要によっては地図や写真等を添付してください。 

 陳情書は、議会事務局に提出してください。 

原則、受付日以降に開会される定例会で審議されます。 

 定例会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）です。 

ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。 ☎ 0994-22-3045 （直通） 

町政等についての要望等を請願書や陳情書として 

どなたでも町議会に提出することができます。 
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自
治
会
長
さ
ん
か
ら

聴
取
し
ま
し
た

要
望

意
見

1 木原自治会内の町道約 130 ｍの側溝
に蓋を設置願います。道路幅が狭く相
互交通も難しい状況です。道路幅の割
には交通量も多く、子どもたちの通学
路でもあるため、交通事故を未然に防
ぐためにも、早急な対応をお願いしま
す。

▶▶▶

1 自治会から要望書を提出いただけれ
ば、予算要求から実施に向けて進めて
いきます。

2 バス通りから木原公民館までの町道
約 50 ｍの区間の道路の拡幅を要望し
ます。この通りは警察官舎、養護老人
ホーム及び町営住宅の建替え等、また、
スーパーもあり通行車両が近年大変多
くなっています。特にバス通りからの
進入口付近は、道路幅が狭く相互交通
もできず、いつ交通事故が発生しても
おかしくない状態と言えます。以前か
ら自治会の方々から、危険箇所として
声がいつも出ていました。早急な対応
をよろしくお願いいたします。

▶▶▶

2 自治会から要望書と用地の承諾書を
提出いただければ、予算要求から実施
に向けて進めていきます。

3 京町と本町の海岸道路の一旦停止線
がかすれています。まだ、事故は起き
ていませんが、高齢者や弱者と車が衝
突すれば、お互い悪夢となりますので、
早急に白線を引いてくださいますよう、
お願いいたします。

▶▶▶
3 街地区において全体的に区画線の必

要な個所を把握し、実施に向けて進め
ていきます。

4 海岸から観た錦江湾は素晴らしい景
色です。右に桜島、左に開聞岳薩摩半島
を見渡す。しかし、台風時期には防波堤
及び波よけが低くなっている関係で、波
が打ち寄せることがしばしばです。
これを鳥浜海岸のように渚まで降りら
れるような階段抗にして、夏は美しい景
色を傍観し台風や冬の時期は波やしぶ
きを避けられるような海岸に、造り替え
ることは無理でしょうか…お願いいたし
ます。

▶▶▶

4 県への要望書が必要となるので、関
係自治会や地区公民館等からの要望書
を毎年作成していただき、提出をお願
いします。

要望・意見
自治会

対応策
議会
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5 城ヶ崎の通行止めによりバスが迂回
して運行されましたが、神川に到着す
る手前で運転手が車内放送で、「医師
会に行かれる方は次で降りてくださ
い。」とアナウンスされたそうです。あ
る高齢者の男性は鹿屋市の浜田を過ぎ
て峠を降りた大姶良の西牟田のあたり
で、乗客に「このバスは医師会立に行
くのですよね。」と尋ねられたそうで
す。「運転手に言いなさい。」と言って、
そこで降ろしてもらったそうです。ま
た、ある高齢者の女性は神川を過ぎて
皆倉の手前でおかしいと思われたのか、
運転手に「医師会に行きたいのだが」
と尋ねられて皆倉のバス停で降ろして
もらったそうです。両方とも「大根占
行のバスが来るから反対側のバス停で
待っていなさい。」と言われたそうです。
運転手は「あれだけ医師会に行かれる
方は、ここで降りてくださいと、言っ
たのになあ。」とつぶやいておられたそ
うです。しかしながら、耳の聞こえの
悪い高齢者もいらっしゃると思います。
今後、また通行止めがあった時のため
に、先ほどのような例もありますので、
バス会社に相談して、例えば神川で降
りられた後に残っている高齢者に「医
師会ではないですか。」とか、声掛けを
お願いする等「マニュアル」を作って
おく必要はないでしょうか。

▶▶▶

5 神川バス停で停車し、医師会立病院
へ行かれる方への案内をしていただく
よう、バス会社にお願いします。
また、長期（１月以上）になる場合は、
神川バス停から臨時タクシーの運行を
検討したいと考えています。

6 城ヶ崎が通行止めの際、医師会に行
くためにタクシーを頼んだら、運転手
が迂回路を不案内なために、道路が行
き止まりで引き返されたそうです。料
金はその分差し引いてくださったそう
ですが、医師会に行くには神川城自治
会に行く間に、宇都に降りる近道もあ
ります。簡単な木の看板でも立てられ
ないでしょうか。

▶▶▶

6 国道の通行止めによる迂回路の頻度
は数年に１回の割合ですが、必要であ
れば対応していきます。

7 隣の自治会から、当自治会員の庭木
が道路にはみ出し、救急車や日常の車
の走行に支障をきたしているので「何
とかしてもらえないか。」と相談があり、
本人宅に訪問するが会えない状況です。
役場にも相談していますが、行政的に
対応してもらえないのでしょうか。

▶▶▶

7 本人と面談し、自ら対応する旨を確
認しました。

8 今回の九州南部の豪雨で城ヶ崎のが
け崩れで通行止めになりましたが、最
初放送がなかったこと、迂回路の案内
が見にくかったこと等、災害の時は早
めの対応をお願いしたいと思います。

▶▶▶
8 早急の対応を心がけます。

城ヶ崎の災害現場
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9 町道上之宇都線の伐採を早急にして
ほしい。前自治会長が要望書を作成し、
６月 15日に提出してあります。
年４回程、自治会、上之宇都同志会
18 名で足場の良い所は草払いを行っ
ているところですが、高所の枝おろし、
藪払いを行ってほしい。場所としては、
宮脇の久保さん宅と河上神社間の枝お
ろし、笹山石材店前の法面（３月の自
治会の総会の時は、竹切り、草払い。
先日の奉仕作業では、足場の良い所だ
け草払いしています。）
上之宇都坂の永田和良さん宅前から
国道までの枝おろし、藪払い、大型バ
スがスムーズに通れるように、また、
取付け部正面のカーブミラーが見えに
くい、停止線も消えています。
迂回路に安全標識を付けた方が良い
のでは。８月になると稲刈り等が始ま
り、通行が多くなります。

▶▶▶

9 伐採は地権者の同意を得ないと実施
できません。
国道との交差部分の停止線について
は、対応済です。カーブミラーの移動
は困難です。

10 神川海岸の砂浜は、20数年前に比べ
ると３分の２程度になっている感があ
ります。砂浜を回復するために以下の
作業を検討してほしい。
①�　ローソン前から神川キャンプ場
前間の砂を１ｍ程掘り下げて海中
に押し出す。（砂防堤から海岸に下
りる階段が埋まるぐらい堆積して
いる。…永年の吹き寄せ？）
②�　神ノ川河口に堆積した砂を随時、
神川海岸に放流する。（現在は、鳥
浜海岸に放流している。）

▶▶▶

10 県への要望書が必要となりますので、
関係自治会や地区公民館等からの要望
書を毎年作成いただき、提出をお願い
いたします。

11 神川新町地区内の農協倉庫から旧神
川中学校までの側溝は生活用水の排水
路になっているが、蓋がなく、悪臭と
雑草が側溝内にはえて流れが悪く、ま
た、高齢者が多いためシルバーカーが
側溝に落ちるなど、危険性が大である
ため、早急な改修をお願いしたい。

▶▶▶

11 自治会から要望書を提出いただけれ
ば、予算要求から実施に向けて進めて
いきます。

12 給食センター前からにしきの里の裏
道のマテバシイ（落葉樹）が時期にな
ると落葉して、付近住民の方々が道路
上に落ちた葉を除去するのに苦労して
おりますので、防風林になる落葉の少
ない樹木にしてほしいとの希望があり
ました。

▶▶▶

12 財産管理の総務課と協議します。

13 町道神川桜原線の道路維持、路肩、
雑木伐採など。
戸数の減少により補助金等が少なく
なり、自治運営が困難です。補助、お
願いします。

▶▶▶
13 道路維持の伐採等については予算に

応じて対応いたします。
運営活動交付金として基礎額３万円
と１戸当たり２千円を支給しており、
今後もこの額で対応していきます。

町道上之宇都線
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14 自治会内の側溝のフタを昨年１ヶ所
グレーチングに変えてもらったのです
が、今年の大雨時は道路を大量の雨水
が流れる状況であり、側溝としての役
を果たしていないので、あと２ヶ所ほ
ど、グレーチングを入れてもらえない
か、要望します。

▶▶▶

14 早急の対応を検討します。

15 宿利原運動広場の照明設備の活用方
法について、検討をお願いいたします。
現在、宿利原運動広場に設置してある
照明設備が利用されていない状況です。
そこで、照明設備の活用方法として
①�　芝を張って（照明下、周囲）、パ
ターゴルフ場を作る案
②�　芝を張ってグラウンドゴルフ場
を作る案
③　その他
上記の検討をお願いいたします。

▶▶▶

15 今後、どういう活用ができるかの話
し合いを進めて検討をしていきます。

詳しくは、Ｐ 14の厚ヶ瀨議員の
一般質問をご参照ください。

16 町道厚ヶ瀬線の局部拡幅改修２ヶ所
してほしい。（H27にも要望した。） ▶▶▶ 16 用地の承諾書を準備いただければ実

施に向けて進めたいと思います。

17 町道厚ヶ瀬線の運動公園手前の道路陥
没箇所、側溝の改修工事をしてほしい。 ▶▶▶ 17 側溝は早急の対応を検討しますが、

舗装は経過を見たいと思います。

18 国道 448 号線が通っていますが（道
路が）馬場自治会のところは直線のた
め、スピードを出す車が多くみられま
す。近年、自治会の小中学生も少しず
つ増えてきて、狭い道から道路への飛
び出し等も起こる可能性があります。
何か安全対策等できないでしょうか。
（歩道は道路拡張に伴い広めにとってあ
りますが、ドライバーへの注意喚起と
して。）

▶▶▶

18 総務課の交通消防・警察・学校と連
携した対策を図ります。

歩道に街路樹が植えてありますが、
台風等の影響で成長は様々です。中に
は大きくなりすぎて枝が電線に引っか
かっているものもあります。剪定等は
してもらえないでしょうか。

▶▶▶
県へ要望いたしますが、関係自治会
や公民館で要望書の作成をお願いしま
す。

19 温泉券を増やしてほしい。

▶▶▶
19 交付された温泉券の利用率は 70％程

度であり、利用者もここ数年、年に約
100 人減少しているため、現状のまま
でいきたいと思います。

町道白水線
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20 温泉バスも週一くらいで運行してほ
しい。 ▶▶▶ 20 目的地、利用人数、利用頻度などわ

かれば、既存のコミュニティバスで運
行を検討することもできます。

21 河川の草払い。（麓川）
▶▶▶ 21 県へ要望いたしますが、関係自治会

や公民館で、要望書の作成をお願いし
ます。

22 田代支所職員の時間外のたばこ（皆
さんからの声です） ▶▶▶

22 支所の喫煙所は車庫裏に設けていま
すが、時間外において駐輪場あたりで
の喫煙が見受けられますので、注意喚
起を促していきます。

23 空き家等の庭木の枝が道路にはみ出
し通行の妨げになっており、電線まで
伸びている枝もあります。以前は自治
会の奉仕作業等で道路から届く木は
切っていましたが、枝も大きくなり高
齢化も進み対応できません。それに家
主のいない家の庭に勝手に入れません。
行政でなんらかの対策は、ありません
でしょうか。

▶▶▶

23 基本的には所有者本人が行うことに
なります。しかし、所有者が地元にい
ないことなどにより対応できない場合
は、自治会で所有者の同意をもらい、
要望書を提出してください。

24 自治会では年に４回の早朝美化作業
を行っており、公民館の隣にある畜産
管理センター、川原グラウンド周辺も
併せて除草作業をしていますが、畜産
管理センターの駐車場奥の約２ｍが舗
装されていないため、除草対策のみな
らず駐車場の利便性からも、舗装して
いただきたい。よろしくお願いします。 ▶▶▶

24 担当課において対応する旨、確認し
ました。

25 町道で木、竹等により通行するとき、
車が中央線を通行するために、事故が
起こる前に伐採、草払いをしてほしい
です。
一応、町には要望してありますが、
他の自治会の道路でも見受けられます
ので、整備をよろしくお願いします。

▶▶▶

25 道路維持の伐採等については予算に
応じて対応いたします。

26 鶴園自治会の舞原商店前の水路の改
修要望 ▶▶▶ 26 用水路となっているため、関係機関

と協議が必要となります。

畜産管理センター駐車場
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Q 

茶
生
産
農
家
へ
今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
講
じ
る
の
か
。

A 

町
長　

国
が
創
設
し
た
茶
を
高

収
益
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
、
生

産
を
継
続
す
る
茶
農
家
に
対
し
10

ａ
当
た
り
５
万
５
千
円
を
支
援
す

る
「
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交

付
金
事
業
」
や
、
町
独
自
の
、
次

年
度
産
茶
の
品
質
向
上
と
事
業

の
継
続
を
条
件
に
10
ａ
当
た
り

５
２
０
０
円
の
肥
料
代
を
支
援
す

る
「
茶
生
産
農
家
次
年
産
茶
支
援

対
策
事
業
」
を
活
用
し
て
支
援
し

て
い
く
。

Q 

後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
。

A 

町
長　

国
の
事
業
と
し
て
は
、

年
間
最
大
１
５
０
万
円
の
資
金
を

最
長
５
年
間
受
給
で
き
る
「
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
」
や
、
無

利
子
の
貸
付
制
度
、
機
械
、
施
設

等
導
入
の
た
め
の
補
助
事
業
が
あ

る
。
町
に
お
い
て
は
、「
錦
江
町
農

業
経
営
塾
」
や
パ
ソ
コ
ン
簿
記
研

修
等
の
開
催
、「
親
元
等
就
農
者
生

活
支
援
事
業
」
な
ど
の
事
業
を
創

設
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
農
業
後
継
者
の
育
成
支
援
に
取

り
組
む
。

Q 

今
後
抹
茶
の
需
要
が
広
が
る
よ

う
だ
が
、
製
造
機
械
一
式
の
導
入

補
助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

今
後
希
望
が
あ
れ
ば
、

国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
何

ら
か
の
支
援
を
検
討
す
る
。

伐
採
を
検
討
し
た
い
。

Q 

姉
妹
町
と
し
て
関
係
の
深
い
盤

山
の
ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

も
早
め
の
伐
採
が
求
め
ら
れ
る
が
。

A 

町
長　

今
後
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て
伐
採
し

て
い
く
。

Q 

国
道
２
６
９
号
線
、
医
師
会
立

病
院
前
の
信
号
か
ら
７
月
の
災
害

現
場
間
は
、
総
合
的
に
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
住
民
の
安
心
安
全
が

損
な
わ
れ
る
が
、
国
や
県
に
工
事

の
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

10
月
に
国
の
災
害
査
定

を
受
験
す
る
。
今
後
も
県
、
大
隅

地
域
振
興
局
へ
の
要
望
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
。

Q 

町
道
の
支
障
木
に
よ
り
運
転
の
邪

魔
に
な
る
所
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

特
に
７
月
の
災
害
の
際
、
迂
回
路
と

な
っ
た
神
川
城
の
町
道
は
早
め
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A 
町
長　

通
行
の
支
障
に
な
っ
た

木
や
竹
は
、
所
有
者
の
同
意
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
現
地
を
確
認
し
て

国道 269 号線城ヶ崎の土砂崩れ現場

Q A&
ここが聞きたい

９月定例会では、６名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

一般質問

Q農業振興

町長 A 池田 行德 議員

茶生産農家への今後の支援の在り方と
後継者育成について問う

国の事業や、町独自の事業、
それぞれの補助事業を活用して支援を行う

Q

道路
管理
国
道
の
災
害
復
旧
工
事
・
町
道
の
支
障
木

の
伐
採
な
ど
早
め
の
安
全
対
策
を

A

町長

国
道
に
つ
い
て
は
県
へ
の
要
望
を
継
続
し
、

町
道
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
上
で

伐
採
を
検
討
し
た
い
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A
Q 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
全
て
中
止

で
は
な
く
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
し
、
規
模
を
縮
小
す
る
な

ど
新
た
な
方
向
を
探
っ
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
今
後
の
行

事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

A 

町
長　

戦
没
者
追
悼
式
及

び
社
会
福
祉
大
会
は
各
々
開
催

の
予
定
。
参
加
者
の
制
限
、
検

温
を
実
施
し
、
直
近
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断
す

る
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
活
動
に
つ

い
て
は
、
継
続
で
き
る
よ
う
交

付
金
等
で
支
援
し
た
い
。

A 

教
育
長　
文
化
祭
・
生
涯
学

習
大
会
に
つ
い
て
は
、
中
止
は

や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
作
品

展
示
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以

降
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
か
と
考
え
る
。

成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新
成
人

の
意
向
も
あ
る
が
、
直
近
の
状

況
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

Q 

サ
ロ
ン
は
認
知
症
対
策
の

一
環
で
あ
る
た
め
、
開
催
が
で

き
る
よ
う
な
努
力
を
お
互
い
に

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
室
外
で
で
き
る
よ
う
な
内

容
の
指
導
も
今
後
必
要
で
は
な

い
か
。

A 

教
育
長　
６
月
か
ら
、
感
染

防
止
に
注
意
し
な
が
ら
再
開
す

る
よ
う
担
当
課
に
指
示
し
た
。

今
回
の
１
人
当
た
り
３
千
円
を

上
手
く
利
用
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
サ
ロ
ン
活
動
を
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Q 

本
町
の
持
続
可
能
な
未
来

を
考
え
る
合
同
研
修
が
北
海
道

の
ニ
セ
コ
町
と
下
川
町
で
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
か
。

A 

町
長　
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
錦
江
町
総
合
戦
略
に
お
い

て
、
人
づ
く
り
の
具
体
的
な
施

策
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
の
た
め
の
環
境
教
育
な
ど

を
盛
り
込
み
、
本
年
度
か
ら
５

年
間
の
小
学
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま

た
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
と

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

係
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

Q 

学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

A 

教
育
長　
大
根
占
小
を
会
場

に
、
子
ど
も
・
教
職
員
が
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、
ま
た
、

田
代
小
で
は
保
護
者
主
催
で

「
親
子
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
会
」

を
、
大
原
小
で
は
家
庭
教
育
学

習
で
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行
う
な

ど
、
各
学
校
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
学
校
だ
よ
り
等
で
積

極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

川越 裕子 議員

Qコロナ禍で各種イベントが中止されたが、感染対策
に努めた新たな実施の方策を講じる考えは

地域活動

町長
中止ありきではなく実施に向けた方策を直近の
感染状況などを踏まえ、慎重に検討する

Q

地方
創生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う

A

町長

第
２
期
錦
江
町
総
合
戦
略
の
中
に
環
境
教
育
を

盛
り
込
み
、
小
学
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

錦江町小学校で取り組む６つの目標
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A
Q 

現
在
の
宿
利
原
地
区
運
動

場
は
ど
の
よ
う
な
利
用
状
況
で

あ
る
か
。

A 

教
育
長　
昨
年
度
１
回
公
民

館
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
際
に

利
用
さ
れ
た
。
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
地
区
の
運
動
会
は
中

学
校
閉
校
後
、
小
学
校
と
合
同

で
行
わ
れ
、
会
場
も
小
学
校
を

利
用
さ
れ
て
お
り
、
地
区
運
動

会
の
会
場
と
し
て
の
利
用
も
無

い
よ
う
で
あ
る
。

Q 

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る

か
。

A 

教
育
長　
宿
利
原
地
区
公
民

館
に
年
間
17
万
１
２
０
０
円
の

委
託
料
を
支
払
い
、
除
草
・
草

刈
り
作
業
等
委
託
し
て
い
る
。

閉
校
し
た
中
学
校
区
の
各
公
民

館
に
は
、
施
設
面
積
等
に
応
じ

て
同
じ
よ
う
な
委
託
契
約
を
し

て
い
る
。

Q 

７
月
に
、
議
会
か
ら
各
自

治
会
長
さ
ん
へ
意
見
・
要
望
等

を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
宿
利

原
運
動
場
に
つ
い
て
、「
ナ
イ

タ
ー
照
明
の
下
に
芝
を
張
っ
て

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
を
造
っ
て
ほ

し
い
」、「
芝
を
張
っ
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
造
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
２
点
の
要
望
が
出

さ
れ
た
が
、検
討
で
き
な
い
か
。

A 

教
育
長　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
発
着
地
点
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
多
大
な
予
算
が
必
要
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
含

め
、
総
合
的
に
協
議
し
、
今
後

検
討
す
る
。
地
区
公
民
館
や
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
等
と
ご
協
議
い

た
だ
き
な
が
ら
、
地
区
住
民
の

健
康
増
進
・
親
睦
の
た
め
に
活

用
し
て
ほ
し
い
。

Q 

他
地
区
の
運
動
場
は
ど
の

よ
う
な
利
用
状
況
で
あ
る
か
。

A 

教
育
課
長　
大
原
地
区
運
動

場
は
全
く
利
用
が
な
い
状
況
で

あ
る
。
池
田
地
区
運
動
場
は
昨

年
の
実
績
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
に
よ
り
１
１
３
回
の
利
用

が
あ
っ
た
。

Q 

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

町
村
等
に
職
員
を
派
遣
し
研

修
を
行
う
な
ど
の
計
画
は
な
い

か
。

A 

教
育
長　
今
年
の
予
算
の
中

に
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、
見

聞
を
深
め
る
た
め
に
も
職
員
の

研
修
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で

あ
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

厚ヶ瀨 博文 議員

宿利原地区運動場の現状

Q宿利原地区運動場の活用方法について
どう考えているか

教育施設

教育長
地区住民の健康増進・親睦のために、
地区公民館やスポーツ推進員等と
ご協議いただきながら活用してほしい
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A
Q事業不振が続く茶工場の負担軽減のために、

固定資産税の減額は考えられないか

農業振興

町長
茶工場のみ一律に特別な減額を行うことは、
税に対する不公平感を招く 浪瀨 亮祐 議員

Q 

近
年
の
お
茶
の
安
値
と
、

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今
年

は
３
番
茶
・
秋
冬
番
茶
共
に
収

穫
を
し
な
い
茶
農
家
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
茶

農
家
は
勿
論
の
こ
と
、
茶
工
場

の
維
持
も
危
惧
す
る
が
、
茶
工

場
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
時
限

法
で
も
固
定
資
産
税
の
減
額
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 
町
長　

固
定
資
産
税
の
税

収
は
自
主
財
源
の
少
な
い
本
町

に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ

る
。
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

茶
業
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、

茶
工
場
の
み
一
律
に
特
別
な
減

額
を
行
う
こ
と
は
税
に
対
す
る

不
公
平
感
を
招
き
、
適
切
で
は

な
い
こ
と
か
ら
減
額
措
置
は
考

え
て
い
な
い
。
事
業
不
振
に
よ

り
苦
慮
さ
れ
て
い
る
納
税
者
は

徴
収
猶
予
制
度
を
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

Q 

抜
根
事
業
の
補
助
額
は

６
万
円
で
あ
る
が
、
作
物
転
換

の
時
期
に
も
来
て
い
る
今
、
補

助
額
の
増
額
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

A 

町
長　

抜
根
に
係
る
費
用

を
反
当
12
万
円
と
算
定
し
、
他

事
業
を
参
考
に
補
助
率
を
２
分

の
１
と
し
て
、
６
万
円
助
成
し

て
い
る
。
こ
の
金
額
が
適
正
か

否
か
に
つ
い
て
は
現
状
を
把
握

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Q 

海
外
研
修
後
、
お
茶
の
輸

出
関
係
は
ど
こ
ま
で
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
の
か
。

A 

町
長　

昨
年
12
月
、
ア
メ

リ
カ
の
茶
商　
ロ
イ
・
フ
ォ
ン

グ
氏
が
来
町
さ
れ
、
町
内
の
茶

園
や
工
場
視
察
、
生
産
者
を
交

え
た
試
飲
会
等
行
っ
た
。
今
年

１
番
茶
が
出
来
た
段
階
で
ロ
イ

氏
へ
試
作
品
を
送
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
流
通
が
停
滞
し
、
現
在
は

先
行
き
が
不
透
明
と
な
っ
て
い

る
。
輸
出
の
た
め
に
は
最
低
で

も
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
段
階
で
本
町

は
３・
８
ha
が
認
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
で
輸
出
へ
の
挑

戦
に
値
す
る
と
は
考
え
る
が
、

全
茶
農
家
で
の
輸
出
は
厳
し

い
。
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A
Q 

本
町
の
人
口
は
過
去
10
年

間
で
２
０
５
０
名
減
少
し
て
お

り
、
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在

で
７
２
３
４
名
で
あ
る
。
錦
江

町
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
る
と
、

10
年
後
に
は
５
３
０
０
名
、
20

年
後
に
は
４
０
１
０
名
と
い
う

予
測
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
現
在
の
児
童
生
徒
数

は
４
８
３
名
。
他
市
町
で
は
給

食
費
の
無
償
化
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
町
も
人

口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策

と
し
て
、
給
食
費
の
無
償
化
に

踏
み
切
れ
な
い
か
。

A 

教
育
長　

現
在
の
と
こ
ろ

給
食
費
の
無
償
化
は
考
え
て

い
な
い
。
無
償
化
と
な
れ
ば
、

児
童
生
徒
分
の
給
食
費
約　

１
４
６
０
万
円
と
地
産
地
消

補
助
金
７
０
０
万
円
、
食
材

の
高
騰
分
に
対
す
る
補
助
金

３
０
０
万
円
を
合
わ
せ
た
約

２
５
０
０
万
円
が
町
の
負
担
と

な
る
。な
お
学
校
給
食
法
に「
学

校
給
食
に
要
す
る
経
費
は
、
学

校
給
食
を
受
け
る
児
童
ま
た
は

生
徒
の
保
護
者
が
負
担
す
る
こ

と
」
と
明
記
し
て
あ
る
。

Q 

給
食
費
の
た
め
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
町

も
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
も
の

か
。

A 

教
育
長　
無
償
化
を
実
施
す

れ
ば
一
度
切
り
で
は
な
く
錦
江

町
が
続
く
限
り
あ
る
事
業
と
な

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
高
い
金

額
が
続
く
と
は
限
ら
な
い
た
め

不
安
が
あ
る
。

A 

町
長　
地
元
食
材
を
多
様
に

使
う
分
を
町
が
賄
っ
て
い
く
と

い
う
方
法
は
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
教
育
の
質

の
面
に
お
い
て
は
、
他
町
よ
り

幾
分
か
予
算
も
傾
注
し
て
い
る

と
考
え
る
た
め
、
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
は
現
状
の
維
持

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q 

昨
今
の
地
球
温
暖
化
の
影

響
か
農
作
物
の
病
害
虫
被
害

は
増
え
、
作
物
転
換
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
遊
休
農
地
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
簡
易
な
気
象
デ
ー
タ
収

集
か
ら
よ
り
高
度
な
も
の
へ
と

機
器
の
整
備
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

データ収集のために使われている
現在の機器

A 

町
長　
昨
年
度
、
町
内
農
家

へ
経
営
・
生
産
状
況
等
に
つ
い

て
意
向
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

町
内
の
高
低
差
を
利
用
し
た
農

業
に
つ
い
て
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
今
年
の
５
月
か

ら
４
地
区
で
の
測
定
を
行
っ
て

い
る
。
適
地
適
作
の
農
作
物
を

い
か
に
し
て
選
定
す
る
か
が
、

今
後
の
農
業
振
興
の
機
転
に

繋
が
る
と
考
え
る
た
め
、
引
き

続
き
要
望
を
伺
い
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
整
備
を
検
討
し
て
い

く
。

笹原 政夫 議員

Q人口減の対策として、給食費の無償化を

教育行政

教育長 現在のところ給食費の無償化は考えていない

Q

農業
振興

農
作
物
栽
培
に
お
け
る
気
象
デ
ー
タ
の

収
集
を
よ
り
高
度
な
も
の
へ
と
す
る
た

め
に
機
器
の
整
備
を

A

町長

引
き
続
き
要
望
を
伺
い
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
、
整
備
を
検
討
し
て
い
く
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A 

町
長　

大
根
占
地
区
で
28

㎞
、
田
代
地
区
で
１・
６
㎞
が

更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
業
者
の
選
定

も
含
め
、
町
か
ら
指
導
や
助
言

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
事
業
実
施
の
相
談
等

で
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
前
に
水
源

調
査
を
実
施
す
る
よ
う
勧
め
て

お
り
、
水
源
調
査
費
も
補
助
の

対
象
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
補

助
金
交
付
の
要
件
と
し
て
申
請

後
の
調
査
着
手
を
定
め
て
い
る
。

A 

建
設
課
長　
指
名
願
を
提
出

す
る
業
者
の
中
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
行
う
業
者
も
多
数
在
る
た

め
、
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

書
類
等
の
掲
示
が
可
能
で
あ
る
。

Q 
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
り
給
水
難
民
と
な
っ
て
い

る
団
体
を
救
う
た
め
、
町
水
道

の
拡
張
も
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

A 

町
長　
そ
の
よ
う
な
現
状
を

勘
案
し
た
た
め
補
助
率
を
80
％

へ
と
引
き
上
げ
た
。
町
と
し
て
も

本
来
な
ら
全
て
に
町
水
道
を
引
く

べ
き
で
あ
る
が
厳
し
い
現
状
で
あ

る
。
水
道
組
合
の
統
合
を
進
め
る

な
ど
、
少
し
で
も
管
理
の
負
担
が

減
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

水
は
命
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
給
水
難
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
団
体
も
あ
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

A 

町
長　
今
後
は
集
落
水
道
を

維
持
し
て
い
る
方
々
と
の
意
見

交
換
も
進
め
て
い
く
。
実
情
を
聞

い
た
上
で
、
町
と
し
て
取
る
べ
き

体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

Q簡易水道事業の設立から
現状について問う

簡易水道

集落水道の給水槽

Q

Q 

簡
易
水
道
事
業
は
い
つ
着

工
さ
れ
た
の
か
。

A 

町
長　
昭
和
36
年
に
着
工
さ

れ
た
。

Q 

簡
易
水
道
事
業
の
総
事
業

費
は
い
く
ら
か
。

A 

町
長　

大
根
占
地
区
が

12
億
７
千
万
、
神
城
地
区
が
６�

億
３
千
万
、
旧
田
代
地
区
が

12
億
８
千
万
、
合
計
31
億
８
千�

万
程
度
で
あ
る
。

Q 

事
業
所
及
び
何
戸
数
が
加

盟
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は

町
の
何
％
か
。

A 

町
長　
事
業
所
等
が
１
１
６

件
、
一
般
家
庭
が
２
４
６
２
件

加
盟
し
て
お
り
、
町
全
体
の
簡

易
水
道
の
割
合
は
73
％
で
あ
る
。

Q 

敷
設
さ
れ
て
い
る
配
管
の

延
長
は
い
く
ら
か
。

A 

町
長　

大
根
占
地
区
が
73

㎞
、
神
城
地
区
が
23
㎞
、
田
代

地
区
が
54
㎞
、
合
計
１
５
０
㎞

程
度
で
あ
る
。

Q 

配
管
は
更
新
の
時
期
は
来

て
い
な
い
か
。

Q 

改
良
工
事
を
行
っ
た
集
落
や

団
体
等
は
い
く
つ
あ
り
、
補
助

金
の
交
付
額
は
ど
れ
程
か
。

A 

町
長　
７
団
体
が
工
事
を
行

い
、
補
助
金
交
付
額
は
合
計
で

１
４
１
２
万
３
千
円
で
あ
る
。

Q 
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
数
本
掘

削
し
て
も
水
量
が
足
り
な
い
場

合
や
飲
料
水
に
不
適
な
場
合
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
補
助
金
は
ど

の
よ
う
な
形
に
し
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
も

補
助
の
対
象
で
あ
り
、
補
助
率

は
実
費
の
80
％
で
あ
る
。

Q 

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
行
う
た

め
に
は
事
前
調
査
が
必
要
で
あ

集落
水道

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り

給
水
難
民
と
な
っ
て
い
る
団
体
の
た
め

の
対
策
を

A

町長

水
道
組
合
の
統
合
の
推
進
や
、

集
落
水
道
を
維
持
し
て
い
る
方
々
と
の

意
見
交
換
を
進
め
て
い
く

池迫 重利 議員
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昨年中国で発生した新型コロナウイルスが全世
界へと拡散してパンデミックに陥りました。

平常なら東京オリンピックや鹿児島国体が開催され
記念すべき2020年でしたがコロナ年となりまし
た。東京オリンピックは一年延期され来年7月に開
催される予定でありますが現段階では難しい気がし
ます。鹿児島国体は2023年秋に特別大会として
開催されることが正式に決定され、コロナ禍で町や
学校、地域の行事が中止や規模縮小となった閉塞感
を打破する希望のひかりのように感じられます。県
内の市町で新型コロナウイルス感染者が発生する中
で本町においては一人の感染者も無いことは町民ひ
とり一人が感染予防対策に取り組んだ成果ではない

でしょうか。これから流行するインフルエンザと新
型コロナウイルスの症状がよく似ているようです。
この両者を早期に識別する上からもインフルエンザ
予防接種を受けていただきたいです。
　これから秋が一段と深まり、朝夕の冷え込みが厳
しくなってくる季節となりますが体調管理に十分留
意してください。
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　９月26日（土）ひかり保育園の運動会が行
われました。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、午前中のみの開催となりましたが、園児20
名はどの競技も元気いっぱいに取り組み、一生
懸命な姿を見せてくれました。
　ひかり保育園は来年３月末で41年の歴史に
幕を閉じます。長い間、多くの園児の成長を見
守り続け、たくさんの思い出を作ってくれたひ
かり保育園、ありがとう！

傍聴してみませんか
12月定例会は田代支所で開催！

12月定例会の会期は、
12月９日から18日
一般質問は、12月10日㈭の予定です。

田代支所３階の議場へ
傍聴においでください。
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